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Abstract
　Gnathiid isopod crustaceans have been only four 
records from the Seto Inland Sea, western Japan. In 
this study, Elaphognathia cornigera (Nunomura, 
1992) and E. sugashimaensis (Nunomura, 1981) were 
recorded from the coasts of Hiroshima and Kagawa 
Prefectures, respectively. Elaphognathia cornigera 
was recorded for the first time in Hiroshima Pref. and 
E. sugashimaensis was recorded for the second time in 
Kagawa Pref.

はじめに
　海産等脚目甲殻類に含まれるウミクワガタ科
Gnathiidae Leach, 1814は，世界で 12属約 250種
（Boyko et al., 2025），国内で 6属 44種が知られる
（Ota and Yoshimatsu, 2025）．本科の生活史は，魚
類に外部寄生する幼生期と，海底の特定の基質内
で繁殖のみを行う成体期に大きく分けられる．幼
生，雌成体，雄成体で大きく形態が異なるが，同
定や分類は雄成体の形態に基づいて行われる
（Tanaka, 2007など）．
　瀬戸内海は我が国最大の内湾域であるにも関わ
らず，ウミクワガタ科に関連する研究は 4件しか
知られていない．Nunomura (1982)は大分県番匠
川 河 口 か ら ブ ン ゴ ウ ミ ク ワ ガ タ Gnathia 

bungoensis Nunomura, 1982を新種記載し，Müller 

(1989)は香川県櫃石島（ひついしじま）沿岸から
イセウミクワガタ Elaphognathia sugashimaensis 

(Nunomura, 1981)の 2例目の記録・再記載を行っ

た．Nunomura (2012a)は瀬戸内海の海産等脚目を
まとめた際に，愛媛県三崎町沿岸からサキボソシ
カツノウミクワガタ Elaphognathia strombosa 

Nunomura, 2012を新種記載し，広島県向島沿岸か
らホソツノウミクワガタ Elaphognathia lucanoides 

(Monod, 1926)を記録した．また近年は，Ota and 

Yoshimatsu (2025)が香川県沿岸からカンザシウミ
クワガタ Caecognathia tubicola Ota and Yoshimatsu, 

2025の新種記載およびシカツノウミクワガタ
Elaphognathia cornigera (Nunomura, 1992) の記録
を行った．本報告では，著者らの瀬戸内海におけ
る調査により，香川県と広島県から 2既知種が見
つかったので，分布記録として，ここに報告する．

材料と方法
2013年 5月 26日の干潮時に広島県大崎上島大

串海岸（34°14′15″N, 132°50′37″E）で，岩礁域に
着生しているカイメン類を徒手採集し，実体顕微
鏡下でピンセットを用いてカイメン類を崩して中
のウミクワガタ類を採集した．また，2022年 1

月 7日の干潮時に香川県高松市屋島西町長崎ノ鼻
（34°23.22′N, 134°5.52′E）で，岩礁域のサンゴモ
類を徒手採集し，その直下にいたウミクワガタ類
を採集した．採集した標本は 70%エタノールで
固定後，実体顕微鏡下で撮影し，タングステンの
針を用いて付属肢を外して，Ota et al. (2025)を参
照し属の同定，布村・下村（2013）を参照して種
の同定を行った．付着生物の学名は今原（2023）

瀬戸内海から見つかったシカツノウミクワガタ属 2種の記録
（等脚目：ウミクワガタ科）
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を参照した．標本は大阪市立自然史博物館
（OMNH）に収蔵した．

結果と考察
ウミクワガタ科 Gnathiidae Leach, 1814

シカツノウミクワガタ属 Elaphognathia Monod, 

1926

シカツノウミクワガタ Elaphognathia cornigera 

(Nunomura, 1992) （Fig. 1）

標本　雄成体 1個体 (体長 2.0 mm + 大顎長 0.3 

mm), OMNH Ar-13073, 2013年 5月 26日，広島県
大崎上島大串海岸，潮間帯 , ムラサキカイメン
Haliclona sp. の中 , 太田悠造採集．
分布域　九州から三浦半島．
分布水深　潮間帯．
成体の生息環境　今岩礁域のクロイソカイメ

ン Halichondria okadai (Kadota, 1922)，ムラサキカ
イメン Haliclona sp. の中，ヤッコカンザシ
Spirobranchus akitsushima Nishi, Abe, Tanaka, Jimi, 

Fig. 1. Preserved Elaphognathia cornigera from Osaki-kami-jima, Hiroshima Prefecture. A, whole body; B, cephalosome; C, left pylopod 
(pereopod 1); D, articles 2 and 3 of pylopod. M = mandible, FB = frontal border, PM = plumose setae, A1 = article 1, A2 = article 2, A3 = 
article 3.
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and Kupriyanova, 2022の空の棲管内．
幼生の宿主及び寄生部位　幼生の宿主及び寄

生部位：アゴハゼ Chaenogobius annularis Gill, 

1859の体表．
備考　本標本は，門脚（pylopod）（第１胸肢）

が 3節あり，1節目（article 1）が幅広く顎脚を覆っ
ている点，頭部が四角形で大顎がニッパー状にな
ら な い 点 で シ カ ツ ノ ウ ミ ク ワ ガ タ 属
Elaphognathia Monod, 1926と同定された．また，
大顎を含めた体長が 3 mm未満である点，頭部前
縁（frontal border）が湾入し，その湾入が複眼の
中央を下回らない点，胸部が後ろに向かうにつれ
幅が顕著に狭くならない点，大顎の先端が二叉し
ている点，門脚の第 1節目に 10本以上の羽状毛
を備える点から，シカツノウミクワガタ E. 

cornigera (Nunomura, 1992) と同定された（Fig. 

1A–C）．
本種は九州の天草から記載され（Nunomura, 

1992），その後，伊豆半島の下田市鍋田湾（Tanaka 

and Aoki, 1998; Nunomura, 2006），三浦半島（Ota 

et al., 2010），香川県沿岸（瀬戸内海）（Ota and 

Yoshimatsu, 2025）から報告されている．本種は
広島県側からは初記録となる．上記の分布記録は
クロイソカイメンやムラサキカイメンの中から見
出されたものだが、Ota and Yoshimatsu (2025)は，

ヤッコカンザシの空の棲管から少数の個体を報告
しており，副次的な生息環境としている．

イセウミクワガタElaphognathia sugashimaensis 

(Nunomura, 1981) (Fig. 2)

標本　雄成体 1個体 (体長 4.0 mm + 大顎長 0.8 

mm), OMNH Ar-13074, 2022年 1月 7日，香川県高
松市屋島西町長崎ノ鼻 , 潮間帯下部，サンゴモ目
の海藻の下，吉松定昭採集．
分布域　伊勢湾，瀬戸内海，志々伎湾，韓国

の慶尚北道沿岸．
分布水深　潮間帯から 50 m．
成体の生息環境　不明．
幼生の宿主及び寄生部位　不明．
備考　本標本は，前種と同様の形態的特徴か

らシカツノウミクワガタ属と同定した．また，大
顎を含めた体長が 3 mm以上で体の各節がほぼ一
様の色である点，頭部前縁（frontal border）の湾
入が浅く複眼間の中央に達しない点，前側縁もほ
ぼ直角となる点，大顎の先端が 2叉せず，大顎の
先端半分以上が明瞭に細くならない点，門脚
（pylopod）（第１胸肢）が 3節である点から，イ
セ ウ ミ ク ワ ガ タ Elaphognathia sugashimaensis 

(Nunomura, 1981)と同定された（Fig. 2A, B）．

Fig. 2. Preserved Elaphognathia sugashimaensis from Takamatsu City, Kagawa Prefecture. A. whole body; B, cephalosome; C left pleopod 2 
with appendix masculina (AM). Pigmentation of the eyes disappeared. 
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本州沿岸から記録があるホソツノウミクワガ
タ E. lucanoides Monod, 1926，本種，ソメワケウ
ミクワガタ E. discolor (Nunomura, 1988)，サキボ
ソシカツノウミクワガタ E. strombosa Nunomura, 

2012の 4種は，大型個体や小型個体などの同種
内の形態変異に基づいて記載されている可能性が
あり，上記の特徴のみでは区別できないこともあ
り，分類学的再検討が必要である．少なくともソ
メワケウミクワガタとは雄成体の第 2腹肢にある
交尾針（appendix masculina）の長さで区別できる
ようで，ソメワケウミクワガタの交尾針は大型個
体や小型個体に関わらず 0.5 mm以上に達すると
いう（田中，私信）。本標本の第 2腹肢は 0.4 mm

ほどであった（Fig. 2C）。本報告では，布村・下
村（2013）の現状の検索表に基づいてイセウミク
ワガタと同定している．
イセウミクワガタ E. sugashimaensisは三重県菅

島から記載され（Nunomura, 1981），本記録地に
近い香川県で再記載された（Müller, 1989）．その
後，長崎県の志々伎湾から（Nunomura, 2012b），
韓国の慶尚北道（Gyeongsangbuk-do）盈徳郡
（Yeongdeok-gun）の日本海沿岸（Song and Ming, 

2016）から記録された．本記録は Müller (1989)

の記録と近い場所であり，本種における 5例目の
記録となる．本種の生息環境については，原記載
ではミハエルボヤ Pyura sacciformis (Drasche, 

1884)の表面から雄成体 1個体及び幼生 2個体が
得られ（Nunomura, 1981），本研究ではサンゴモ
目の海藻の下から得られた．その他の記録では具
体的な生息環境の記述はない．いずれの記録も幼
生や雌成体とともにまとまった個体数が得られて
いないようなので，成体の生息環境は不明とした．
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